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WRSとは
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World Robot Summit (WRS)

ロボットの社会実装や研究開発の加速を目的とした国際的なロボット複合イベント
第1回: WRS2018（プレ大会），WRS2020（本大会，開催は2021年）
第2回: WRS2024（プレ大会），WRS2025（本大会）

愛知（9月9~12日）
• ものづくりカテゴリー
• サービスカテゴリー（パートナーロボット，
フューチャーコンビニエンスストア）

福島（10月8~10日）
• インフラ・災害対応カテゴリー
https://wrs.nedo.go.jp/index2020.html

大阪（7月13~19日）
• フューチャーコンビニエンスストアチャレンジ
福島（10月10~12日）
• 過酷環境F-REIチャレンジ
愛知（12月12~14日）
• モノづくりロボットチャレンジ
https://worldrobotsummit.org/



WRS2025 フューチャーコンビニエンスストアチャレンジ
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https://worldrobotsummit.org/wrs2025/fcsc/



WRS2020 ものづくりカテゴリー
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https://www.youtube.com/watch?v=-

esxqn4EkIA&list=PL5Oq_p2DlThFTYsHu3TsDxZFqe98_z3OH



WRS2020インフラ・災害対応カテゴーリから
WRS2025過酷環境F-REIチャレンジへ
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プラント災害予防

トンネル事故災害対応・復旧
• WRS2018: REL-UoA （1位）
• WRS2020: REL-UoA-JAEA （3位）

災害対応標準性能評価（車両）
• WRS2018: REL-UoA （予選敗退）,
• WRS2020: REL-UoA （3位）, MISORA（2位）

WRS2020インフラ・災害対応カテゴリー WRS2025過酷環境F-REIチャレンジ

プラント災害チャレンジ
• WRS2024: MISORA+UoA （2位）
• WRS2025: MISORA+UoA （3位）

シミュレーション災害チャレンジ
• WRS2024: REL-UoA（予選敗退）
• WRS2025: REL-UoA（2位）

（New）標準性能評価ドローンチャレンジ（STM）
• WRS202５: UoA_Flight（予選敗退）

（New）過酷環境ドローンチャレンジ（HEDC）
• WRS202５: MARS Zoro+UoA（3位）



プラントチャレンジの課題と現状
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技術の現状：遠隔操作から自律動作へ
• 車両は自律ナビゲーション，課題：傾斜による自己位置のロスト
• アーム・ハンドによるマニピュレーション→今後の自動化の中心課題
• 対象問題固有のタスク処理・情報処理

https://www.youtube.com/watch?v=IPZrHAjT0Ug



シミュレーションチャレンジの課題と現状

2025-10-29 成瀬(会津大)WRS2025と福島県のロボット技術 7

https://www.youtube.com/watch?v=lWgBje6oDb4

技術の現状：自律ソフトウェアの開発の現場，シミュレーション先行ソフト
ウェア開発へ
• WRS2025のプラント部門のトンネルミッションはWRS2018でのシミュ
レーション部門の課題であった

https://www.youtube.com/watch?v=GyVGujQaVFU



過酷環境ドローンチャレンジの課題と現状
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技術の現状：シミュレーションが困難なロボットと環境

• 法令を遵守しながら実機・実環境において安全を確保しながらの研究
開発

https://www.youtube.com/watch?v=H3B-9v1PRGo



ドローンSTMの課題と現状
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技術の現状：遠隔操作から自律動作へ

• 小型ドローンに搭載可能な情報処理系あるいは堅牢で高速な通信シ
ステム

https://www.youtube.com/watch?v=3Dz2H1YI7ao



まとめ

• WRSに参加する意義

– 大学：研究している技術の発表・概念検証，新しい研究課題の発見

– 企業：保有している技術の発表，新しい技術獲得の機会

• 福島県のロボット産業に期待すること

– ものづくり技術は既に高い（機械加工，業務ソフトウェア）

– 今後増加すると思われる各地域における自動化の改善（含むDX），小規模
なロボットシステムインテグレーションのために

– ものづくり企業はソフトウェアを書ける人材を育成

– ソフトウェア企業はモータを制御できるを人材を育成

• ロボットが開発できることをアピールするために

– ここに行けばいつでも動いているところを見られるロボットシステム（身体）と

– オープンソースで公開するソフトウェア（頭脳）
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